
 【特集】  5 月 1 日道の駅オープン！

広
報

《表紙》
　神宮寺と鵜の瀬で、伝統行
事「お水送り」が営まれ、奈
良二月堂へ御香水が送られま
した。遠敷小学校では毎年 6
年生が行事に参加。この日は、
37人が、全長 3㍍の中たいま
つを交代で担ぎながら、鵜の
瀬までの1.8㌔を歩きました。

（神宮寺・3月 2日）

《今月の題字》
松永小学校6年 羽

は だ

田恵
よしひさ

寿 くん
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「夢、無限大」
感動おばま
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５
月
１
日
㊐
に
、「
小
浜
市
ま
ち
の
駅
」
が
開
業
し

ま
す
。
明
治
期
の
芝
居
小
屋
「
旭
座
」
を
中
心
的
施
設

と
し
た
ま
ち
の
駅
は
、
小
浜
の
歴
史
や
生
活
文
化
を

体
感
で
き
る
場
所
と
し
て
、
市
民
の
ほ
こ
り
と
な
る

観
光
・
文
化
の
拠
点
施
設
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

大
型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
ハ
レ
の
日
は
も
ち

ろ
ん
、
日
常
的
に
も
人
が
集
い
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出

す
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

日
常
的
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
ま
ち
の

駅
の
運
営
に
は
、
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
し
た
。

民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
地
域
の
住
民
や

各
種
団
体
の
連
携
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
、
施

設
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
既
存
の
「
道
の
駅
」、「
海
の
駅
」
と
連
動

さ
せ
る
こ
と
で
、
ま
ち
歩
き
観
光
や
、
市
内
回
遊
を

促
進
し
、
効
果
が
各
地
に
行
き
渡
り
、
ま
ち
全
体
が

活
性
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、ぜ
ひ
ま
ち
の
駅
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
☎
64
・
６
０
２
１

今
、朝
日
が
高
く
昇
る

「
ま
ち
の
駅
・
旭
座
」

５
月
１
日
㊐
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
！

い
よ
い
よ
、
ま
ち
の
駅
・
旭
座
が
オ
ー
プ
ン

観光の軸  ３駅連携構想がついに完成！

　旭座を内包したまちの駅（白鬚）が完成して、道の駅（和久里）、
食文化館（川崎三丁目）を中心とする海の駅とともに、小浜の観
光の軸となる、「３駅連携構想」が本格スタートします。

【3 駅の沿革】

まちの駅の役割と生み出す価値

①まちなかの心地よい居場所
　市民や来訪者がゆったりとした豊かな時間を過ごし、小浜の生
　活を楽しめる空間をつくります。

②まちなかのハブステーション（主要な駅）
　市民と来訪者をつなぐ交流の拠点となり、来訪者がまち歩きや、
　市内観光を満喫するための基盤をつくります。

③小浜の歴史・文化が香る場所
　小浜らしさが感じられる場所であり、歴史、伝統、文化を発信
　し、体験できる小浜のシンボルをつくります。

　各駅は、地域活性化の役割を担う場所です。単体としてだけで
なく、3 駅が連携することにより、観光客の回遊性を生み出しま
す。滞在時間の延長による観光消費を促し、市の産業および経済
を活性化させるための重要な拠点になります。

年月 内容
平成 15 年   9 月 食文化館が開館
平成 23 年   3 月 道の駅「若狭おばま」がオープン
平成 25 年   8 月 小浜市観光まちづくり計画を策定
平成 25 年12 月 川崎地区全体を海の駅として位置づけ
平成 27 年   7 月 まちの駅建設工事開始
平成 28 年   5 月 まちの駅オープン予定

小浜市まちの駅
住所：白鬚 111 番 1
敷地面積：3,924.45㎡
施設機能：旭座、観光情報提供施設、
　　　　  休憩施設、トイレなど

【周辺地図】

● 市立図書館

● 公立小浜病院

小浜市役所 ●

●       JR小浜駅

まちの駅
　　  ★

3 駅から発信！効果を市内全域に

【市内と小浜地区中・西部地域の回遊性の創出イメージ】

「
小
浜
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画
」よ
り

小浜西組
重伝建地区JR小浜駅

小浜市内の各地区
海・山・農・食・文化・歴史
伝統・産業・体験・交流

歴史・文化・体験・交流

まちの駅道の駅 海の駅

まちなか回遊

市内回遊

小浜地区中・西部地域回遊

「小浜市まちの駅」の完成予想図
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株式会社オーイング まちの駅 駅長

滝
たき

 勝
か つ や

也 さん（50 歳・若狭町）

　

ま
ち
の
駅
の
指
定
管
理
者

と
し
て
運
営
に
携
わ
る
株
式

会
社
オ
ー
イ
ン
グ
。
５
月
か

ら
駅
長
を
務
め
る
滝
さ
ん
に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
皆
さ
ん
に
育
て
て

い
た
だ
き
、
弊
社
も
創
立
20

年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
や
社
会
へ
の
貢
献
を
第

一
に
、
ま
ち
の
駅
を
小
浜
の

活
性
化
と
元
気
再
生
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

民
間
会
社
が
運
営
す
る
強

み
を
尋
ね
る
と
、「
皆
さ
ん
の

声
を
す
ぐ
に
反
映
で
き
る
点

で
す
。
公
共
施
設
な
の
で
規

制
も
あ
り
ま
す
が
、
誰
も
が

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫

し
た
い
で
す
」と
、話
し
ま
す
。

　

ま
ち
の
駅
付
帯
施
設
へ
の

市
内
店
舗
の
出
店
や
、
旭
座

へ
の
県
内
40
社
余
り
の
企
業

団
体
の
協
賛
な
ど
が
決
ま
り
、

オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
の
準
備

も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
観
光
客
が
小
浜
の
魅
力
を

肌
で
感
じ
、
市
民
と
交
流
で

き
る
場
に
し
た
い
で
す
」と
、

話
す
滝
さ
ん
。「
ま
ち
づ
く
り

の
主
役
は
市
民
の
皆
さ
ん
で

す
。皆
さ
ん
と
協
働
・
連
携
し

な
が
ら
、会
社
と
し
て
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

と
、
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

  

小
浜
の
活
性
化
と
元
気
再
生
に
つ
な
げ
た
い

「まちの駅」の施設
などを紹介します

付帯設備・観光案内機能

情報提供コーナーやコンシェルジュ（総合案
内係）を設置。各種パンフレットの提供や、
まちあるきツアーの開催などを予定。

小浜に残る、県内唯一の明治
期の芝居小屋。木造2階建て。
旭座の詳細は P6 を参照。

周遊レトロバスの運行
3 駅をつなぐバスを運行。

3 駅ライブカメラ設置
各駅の状況などを確認できる、屋外カメラ

を設置。モニターを通じてライブ配信。

『株式会社オーイング』

指定期間：平成 28 年 5 月 1 日〜31 年 3 月 31 日

平成 9 年 3 月設立。主な業務は、警備保障
業務、ビル総合管理業務など。
社員総数は約 500 人。

本社住所：高浜町東三松 9 号 9 番地 13
小浜支店住所：遠敷六丁目603-5  ☎ 56・5885

運営 ー まちの駅指定管理者

付帯設備・商業機能

飲食の提供
『刺身処かねまつ』

特産品の取り扱い
『つみきハウス』

旭座文化財棟

文化財棟と通路で結ばれた
楽屋棟。楽屋 3 部屋とトイ
レなどを有する。楽屋は会
議室としても使用可能。

旭座楽屋棟

●  駐車場（小型車 20 台）

●  トイレ（24 時間）

●  屋外広場

●  レンタサイクル

小浜市文化協会 副会長

重
し げ た

田 美
み ゆ き

幸 さん（72 歳・多田）

  

よ
み
が
え
る
旭
座  

夢
や
希
望
が
あ
る

　

文
化
協
会
で
は
、
旭
座
の

開
館
に
合
わ
せ
て
、
５
月
８

日
㊐
に
、『
旭 

Ｔ
ザＨ

Ｅ 

ぶ

ん
か
ま
つ
り
』
を
企
画
し
て

い
ま
す
。
副
会
長
の
重
田
さ

ん
に
公
演
に
向
け
て
の
意
欲

を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　
「
協
会
で
は
、
旭
座
開
館

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
洋
楽

や
邦
楽
を
は
じ
め
、
団
体
の

力
を
結
集
し
た
、
多
彩
な
ス

テ
ー
ジ
を
予
定
し
て
い
ま
す
」

　
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
期
間
は
、

お
茶
席
や
生
け
花
の
展
示
も

あ
り
、
多
く
の
お
客
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
も
の

を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
、

話
す
重
田
さ
ん
。
自
身
も
、

子
ど
も
の
頃
に
、
旧
旭
座
で

芝
居
や
浪
曲
を
見
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
戦
後
の
何
も
な
か
っ
た

時
代
。
苦
し
く
、つ
ら
い
中
、

庶
民
が
文
化
に
触
れ
ら
れ
る

旭
座
の
存
在
は
大
き
か
っ
た

で
す
」
と
、振
り
返
り
ま
す
。

　

重
田
さ
ん
は
、
現
代
に
よ

み
が
え
っ
た
旭
座
に
も
夢
や

希
望
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
気

軽
に
文
化
に
親
し
み
、
感
動

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
場
所

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
、
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

小浜地区まちづくり協議会 代表

木
き の し た

下 弘
ひ ろ あ き

明 さん（55 歳・駅前町）

  

ま
ち
の
駅
を
市
民
全
体
で
盛
り
上
げ
た
い

　

小
浜
地
区
住
民
で
つ
く
る

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
代
表

で
、
小
浜
市
ま
ち
の
駅
活
用

企
画
実
践
委
員
の
木
下
さ
ん

に
意
気
込
み
を
聞
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
駅
の
オ
ー
プ
ン
を

前
に
、「
建
設
中
の
ま
ち
の
駅

の
場
所
は
、
鯖
街
道
の
起
点

で
も
あ
り
、
か
つ
て
は
多
く

の
人
が
集
う
と
こ
ろ
で
し
た
。

再
び
、
人
と
人
が
交
流
す
る

拠
点
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

と
、
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
し

て
の
取
り
組
み
を
尋
ね
る

と
、「
施
設
の
指
定
管
理
者

や
市
と
連
携
し
て
、
ま
ち
の

駅
で
の
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

や
周
辺
景
観
の
整
備
を
行
っ

て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
意

欲
を
示
し
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
の
駅
は
、
商
業
面
だ

け
で
な
く
、
文
化
的
な
面
で

小
浜
の
新
し
い
発
展
の
場
所

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
思

い
ま
す
」と
、話
す
木
下
さ
ん
。

「
そ
の
た
め
に
も
、
地
域
住

民
を
は
じ
め
、
市
民
全
体
で

の
盛
り
上
げ
が
不
可
欠
で
す
。

旭
座
や
屋
外
広
場
は
気
軽
に

訪
れ
、
多
く
の
体
験
が
で
き

る
場
所
で
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
、
呼
び
か
け
ま
し
た
。

People

支えるヒト まちの駅のキーマンにインタビュー ■特集ーまちの駅・旭座オープン

ま
ち
の
駅

の
カ
タ
チ
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左上／復原された旭座のシンボルである朝日をあしらった懸
げ ぎ ょ

魚、中上／旭座完成予想図（内観）、右上／旭座完成予想図（外観）
左下／旧旭座で使われていた大入袋（個人所蔵）、中下／旧旭座の映画チラシ（個人所蔵）、右下／旧旭座の外観（平成 25年）

ま
ち
の
駅
を
地
域
活
性
化
の
核
と
し
て

小
浜
で
生
ま
れ
た
旭
座
に
誇
り
と
親
し
み
を

小浜市長　松
ま つ ざ き

崎 晃
こ う じ

治

福井大学大学院 工学研究科
講師 髙

た か し ま

嶋 猛
たけし

 さん（65 歳・福井市）

　

小
浜
は
、
歴
史
・
文
化
、
伝

統
、
自
然
景
観
、
食
と
い
っ
た
、

多
種
多
様
な
魅
力
あ
る
地
域
資

源
を
、
市
内
各
所
に
有
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
宝
物
を
い
か

に
う
ま
く
活
用
し
、
に
ぎ
わ
い

を
生
み
出
し
て
い
く
か
、
ま
た
、

い
か
に
将
来
に
継
承
し
て
い
く

か
が
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。

　

こ
の
度
、オ
ー
プ
ン
す
る
「
ま

ち
の
駅
」
で
は
、
そ
の
中
心
的

施
設
と
し
て
「
旭
座
」
を
復
原

し
、
市
民
の
宝
物
、
生
き
た
文

化
財
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
旭
座
」
は
、
明
治
期
の
芝
居

小
屋
と
し
て
の
歴
史
性
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、復
原
に
あ
た
っ
て

は
、
芝
居
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
使
い
方
が
で
き
る
よ
う
工

夫
し
て
お
り
、
現
代
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
利
活
用
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
旭
座
」
を
は
じ
め
、
各
テ
ナ

ン
ト
や
屋
外
広
場
な
ど
が
市
民

や
観
光
客
に
よ
る
、
日
常
的
な

に
ぎ
わ
い
の
場
と
な
り
、
周
辺

商
店
街
や
小
浜
西
組
重
伝
建
地

区
な
ど
と
一
体
的
に
活
気
づ
い

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
う
し
た
に
ぎ
わ
い
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
、

必
ず
や
小
浜
の
宝
物
と
し
て
市

民
に
愛
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い
の
拠

点
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
く
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
と
し
て
の
建
物
を
通
し

て
、
そ
の
時
代
の
文
化
や
生
活
、

建
築
技
術
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

明
治
と
い
う
時
代
は
、
庶
民
が

い
ろ
い
ろ
な
文
化
的
楽
し
み
を
体

験
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
新
し
い

社
会
で
し
た
。
旭
座
は
、
そ
の
時

代
を
、
と
て
も
よ
く
表
し
て
い
る

建
物
だ
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
ま

ち
中
に
あ
っ
た
と
い
う
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
み
ん
な
が
行
き
や
す

い
場
所
に
、
文
化
的
な
楽
し
み
を

提
供
す
る
施
設
が
欲
し
か
っ
た
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

全
国
に
は
、
も
っ
と
大
き
な
芝

居
小
屋
も
あ
り
ま
す
が
、
旭
座
は

親
し
み
や
す
い
手
頃
な
大
き
さ
だ

と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

日
本
人
に
は
、「
新
し
い
も
の
の

方
が
良
い
」と
い
う
価
値
観
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
時
代
・
世
代

の
も
の
が
あ
っ
て
、
ま
ち
や
人
々

の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
文
化
財
建
造
物
の
魅

力
は
、
そ
の
時
代
に
一
生
懸
命
に

造
っ
た
建
物
は
、
時
代
が
経
っ
て

も
、
親
し
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
、と
い
う
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　

熱
心
に
復
原
工
事
に
携
わ
ら
れ

た
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
小
浜
の
文
化
の

中
で
生
ま
れ
た
旭
座
に
、
誇
り
と

親
し
み
を
持
っ
て
、
い
た
わ
り
な

が
ら
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

「旭座」の歴史・設備
などを紹介します

旭
座
の

カ
タ
チ

　「旭座（ホール、楽屋）」や「屋外広場」の

貸し館の受け付けを、4 月 30 日㊏まで小浜

市文化会館（大手町）で行っています。

　貸し館の申請や、使用料など詳細は、文化

会館まで直接もしくは電話 53・9700。

※ 5 月 1 日㊐以降は、旭座が窓口になります

まちの駅・旭座の貸し館はこちらから

■特集ーまちの駅・旭座オープン

　

旭
座
は
、
住
吉
区
に
現
存
し
て

い
た
、
明
治
期
に
建
て
ら
れ
た
木

造
の
芝
居
小
屋
で
す
。

　

全
国
に
３
千
以
上
あ
っ
た
と
言

わ
れ
る
芝
居
小
屋
は
、現
在
で
30

数
カ
所
し
か
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

旭
座
は
県
内
唯
一
、戦
前
の
芝
居

小
屋
の
系
譜
を
引
く
貴
重
な
建
物

と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
、
非
日
常
で
魅
力
的
な

空
間
と
し
て
、庶
民
に
親
し
ま
れ
、

港
町
と
し
て
栄
え
た
小
浜
の
娯
楽

文
化
を
象
徴
す
る
建
物
だ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
代
の
民
衆
文
化
を
知
る
貴
重

な
遺
産
と
し
て
、
平
成
26
年
６
月

に
市
指
定
文
化
財
に
指
定
。「
ま
ち

の
駅
」
建
設
に
伴
い
、
中
心
的
施

設
と
し
て
移
築
復
原
さ
れ
ま
す
。

貴
重
な
明
治
期
の
芝
居
小
屋

5 月 1 日㊐　竣工式、伝統芸能、屋外ステージなど

5 月 2 日㊊　シンポジウムなど

5 月 3 日㊋　旭座こけら落とし落語会

　　　　　　口上付き豪華番組（出演：桂文枝 ほか）

5 月 4 日㊌〜 7 日㊏　各種イベント

5 月 8 日㊐　旭 THE ぶんかまつり

※ 1 日、3 日は浜参道や八幡神社前でもイベント予定

※ 近日中に HP やチラシなどで詳細を公開

当時の活動内容

旧旭座は、庶民の芸能娯楽場、講演会や演説

会、祝賀会、憲政会党員大会などを開催する、

小浜の大集会施設でした。昭和初期から戦後

にかけては映画館としても活用されました。

新旭座の復原概要

所在地：白鬚 111 番 1（移築復原先）

構　造：木造、2 階建て、桟瓦葺き

復原方針：桟敷席や舞台の痕跡に従い、明治 43

　　　　年当時の姿を基本に、芝居小屋として

　　　　復原（近代建築福井研究会の「旧旭座

　　　　文化財調査報告書」による）

オープニングイベント（5 月 1 日〜 8 日）
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介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴

い
、
平
成
29
年
4
月
か
ら
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
以
下
「
総
合
事
業
」
）
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
こ
の
総
合
事
業
は
、

要
支
援
者
か
ら
元
気
な
高
齢
者
ま

で
を
対
象
に
、
介
護
予
防
と
日
常

生
活
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
事
業
開
始
に
伴
い
、
要

支
援
１
・
２
の
人
が
利
用
し
て
い

る
「
訪
問
介
護
」（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
）
と
「
通
所
介
護
」（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）が
、
新
た
に
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
、
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
市
の
状
況
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
地
域
住
民
に
よ
る
活

動
支
援
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
民
間
企
業

の
、
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
、
今
ま
で
の

単
価
よ
り
低
額
な
料
金
で
利
用
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
現
在
、
新
た
な
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
担
い
手
と
な
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
研
修
や
地

域
の
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
な
ど

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

来年 4月から申請方法も変わります
　平成 29 年 4 月から、明らかに

要介護 1 以上の人や、訪問看護・

福祉用具・住宅改修などを希望す

る人以外は、健康長寿課窓口また

は地域包括支援センターで、25

〜 30 項目の「基本チェックリス

ト」を行います。

　「基本チェックリスト」では、必

要なサービスを利用できるように、

運動機能の低下や、閉じこもり、

認知機能の低下などの確認を行い

ます。

　今までのような認定調査や審査

を行う必要がないため、より迅速

なサービス利用が可能になります。

Q. 現在訪問介護と通所介護を利用中の人
　 は、いつ移行されるの？

A. 平成 29 年 3 月 31 日以降に、認定有効

　 期間終了を迎える人から移行されます。 

 　たとえば、認定有効期間が平成 29 年

　 3 月 31 日までの人は、4 月 1 日から

　総合事業に移行されます。　

健康長寿課　

面
お も た に

谷 早
さ き

紀 保健師

　
総
合
事
業
で
は
、
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
が
、
生
き
が
い

を
も
っ
て
社
会
参
加
で
き
る

活
動
の
提
供
や
、新
た
な
サ
ー

ビ
ス
の
担
い
手
に
な
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
活
動
す
る

こ
と
は
、自
ら
の
介
護
予
防
・

健
康
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
互
助
を
基
本
と

し
た
、
地
域
み
ん
な
で
高
齢

者
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
地
域
づ
く

り
に
ぜ
ひ
協
力
し
て
く
だ
さ

い
。

元気ハツラツ教室［モデル事業］ボランティア養成研修

来年度への取り組み

　公民館などで行う元気ハツラツ教室を、本年

度は、地域の支え合い活動を推進するモデル事

業として、地域の住民で月に 1 回自主運営しま

す。「ほほえみサポーターズ」などの支援を受

けながら運営し、効果を検証していきます。

　資格を持たない人でも、新たなサービスの担

い手になれる地域づくりのために、ボランティ

ア養成研修を実施します。研修を経て、ボラン

ティアとして登録されると、高齢者の生活支援

サービスなどの担い手として活躍できます。

総合事業開始

H28.4.1 H29.4.1 H30.4.1

総合事業へ完全移行

有効期間が
H29.3.31

までの場合

有効期間が
H29.9.30

までの場合

10.110.1

予防給付
（訪問介護、通所介護） 総合事業

■問い合わせ　
　健康長寿課☎ 64・6014

地域で高齢者を
支えるまちを目指して                                            

総合事業 Q & A

要支援 1・2の人の
サービスが変わります                                            

来年
（H29年

）

4月から

「介護予防・日常生活支援総合事業」スタート

相談（健康長寿課窓口など）

基本チェックリスト 要介護申請

要支援
1〜 2

総合事業
［介護予防・生活支援サービス事業］

［一般介護予防事業］

訪問介護
通所介護

※「ほほえみサポーターズ」は p12 に関連記事

※対象者には、7 月頃に個別通知します

認定調査など

要介護認定審査

非該当
（一般介護予防

事業）

サービス事業対象者 非該当

介護保険
サービス

その他の
サービス

※要介護 1〜 5の人の申請方法やサービスに変更はありません
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【 平成 28 年度 会計別当初予算 】

会計名 平成 28 年度 平成 27 年度 増減率

一般会計 162 億 1,100 万円 159 億円 2.0％

特別会計 95 億 2,329 万円 93 億 5,537 万円 1.8％

内

訳

国民健康保険 36 億 5,762 万円 35 億 1,033 万円 4.2％

後期高齢者医療 3 億 4,472 万円 3 億 4,771 万円 ▲ 0.9％

介護保険 31 億 7,985 万円 31 億 7,125 万円 0.3％

簡易水道 8,646 万円 9,184 万円 ▲ 5.9％

下水道 17 億 3,872 万円 17 億 2,424 万円 0.8％

農業集落排水 4 億 5,985 万円 4 億 5,536 万円 1.0％

漁業集落環境整備 5,599 万円 5,463 万円 2.5％

加斗財産区 8 万円 3 万円 175％

企業会計（水道） 8 億 6,854 万円 8 億 6,506 万円 0.4％

合　計 266 億 283 万円 261 億 2,043 万円 1.8％

【 予算のポイント 】

　一般会計は 162 億円 1,100 万円、前年
度比 2.0％の増で、過去 2番目の予算規模
となりました。①小浜市総合戦略に基づく
「まち・ひと・しごと創生」、②小浜美郷小
学校の建設、③平成 30年度開催の「福井
しあわせ元気国体」に向けた準備、の 3つ
の重要課題に対して、積極的な予算付けを
行ったことと、クリーンセンターの大規模
改修などが重なったことが増加の要因です。
　特別会計は 95億 2,329 万円で前年度比
1.8％の増、企業会計（水道事業会計）は
８億 6,854 万円で前年度比 0.4％の増にな
りました。
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平
成
28
年
度  

当
初
予
算
　 

■
問
い
合
わ
せ　

財
政
課
☎
64
・
６
０
１
０

【歳入歳出予算構成グラフ】

一般会計 162 億 1,100 万円

【
平
成
28
年
度
の
主
な
取
り
組
み
　
※
は
新
規
事
業
】

①
小
浜
市
総
合
戦
略
に
基
づ
く
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
を
応
援
※　

３
８
万
円

■
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
で
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※　

１
７
０
万
円

■
新
規
就
農
希
望
者
向
け
研
修
体
制
を
整
備　

４
９
８
万
円

■
六
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
を
支
援　

７
０
８
万
円

■
ミ
ラ
ノ
博
参
加
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
支
援　

１
７
０
万
円

■
市
で
の
定
住
体
験
を
提
供　

２
０
３
万
円

■
移
住
者
等
の
住
宅
取
得
を
支
援　

５
６
０
万
円

■
観
光
お
も
て
な
し
の
基
盤
整
備　

９
７
６
万
円

■
誘
客
の
た
め
の
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
開
発　

２
４
２
万
円

■
「
食
」
を
観
光
素
材
と
し
た
観
光
プ
ラ
ン
の
企
画
・
開
発　

１
２
９
万
円

■
ま
ち
の
駅
の
供
用
開
始　

１
５
３
８
万
円

■
小
浜
地
区
中
・
西
部
地
域
の
ま
ち
な
み
整
備　

２
億
５
１
０
０
万
円

■
小
浜
縦
貫
線
の
整
備　

３
億
２
５
７
０
万
円

■
日
本
遺
産
「
秘
仏
」
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
の
運
行　

２
５
０
万
円

■
わ
か
り
や
す
い
子
育
て
情
報
の
発
信
※　

１
８
０
万
円

■
運
動
遊
び
を
通
じ
た
子
ど
も
の
育
成
※　

１
１
３
万
円

■
子
ど
も
の
医
療
費
助
成　

７
２
０
５
万
円

■
男
女
の
出
会
い
を
応
援　

１
２
０
万
円

■
不
妊
治
療
費
助
成　

２
０
０
万
円

■
地
域
協
働
型
ま
ち
づ
く
り
の
支
援　

１
０
５
９
万
円

■
夢
づ
く
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援　

１
８
０
万
円

■
ふ
る
さ
と
小
浜
の
魅
力
を
学
ぶ
学
習
活
動
な
ど　

１
４
０
万
円

■
地
下
水
の
保
全
・
利
活
用
を
検
討　

１
０
２
５
万
円

②
小
浜
美
郷
小
学
校
の
建
設

■
小
浜
美
郷
小
学
校
開
校
に
向
け
た
準
備
※　

２
８
１
万
円

■
校
舎
等
建
築
工
事
に
着
手　

４
億
１
３
２
９
万
円

③
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
開
催
に
向
け
た
準
備

■
国
体
Ｐ
Ｒ
活
動
や
会
場
設
計
業
務
な
ど　

１
０
４
５
万
円

■
競
技
会
場
の
改
修　

１
億
５
２
６
０
万
円

■
市
民
体
育
館
の
耐
震
補
強
・
市
営
体
育
施
設
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
９
５
６
８
万
円

④
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業

　
※
平
成
27
年
度
補
正
予
算
に
計
上

■
鯖
の
養
殖
技
術
、
供
給
体
制
を
確
立
※

■
日
本
遺
産
「
鯖
街
道
」
を
生
か
し
た
水
産
物
の
情
報
発
信
※

■
海
の
駅
エ
リ
ア
の
に
ぎ
わ
い
創
出
※

■
ミ
ラ
ノ
万
博
出
展
を
契
機
と
し
た
若
狭
塗
箸
の
販
路
拡
大
※

■
町
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
滞
在
観
光
施
設
を
整
備
※

■
３
駅
連
携
に
よ
る
誘
客
の
促
進
や
回
遊
性
の
創
出
※

■
創
業
者
へ
の
支
援
制
度
の
拡
充
※

■
旭
座
の
に
ぎ
わ
い
創
出
※

　

産
業
の
振
興
、
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
に
よ
る
働
き
や
す
い
ま
ち

　

定
住
人
口
の
維
持
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
出
会
い
の
あ
る
ま
ち

　

若
い
世
代
の
希
望
を
実
現
し
、
次
代
を
担
う
人
を
育
む
ま
ち

　

誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

　
「
御
食
国
と
鯖
街
道
」
再
生
に
よ
る
経
済
好
循
環
事
業

　

さ
と
う
み
小
浜
観
光
移
住
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業

歳 入

地方交付税
47 億 8,000 万円

（29.5%）

市税
35 億 1,716 万円

（21.7%）

市債
17 億 1,226 万円

（10.6%）
国庫支出金

20億 3,371 万円
（12.5%）

県支出金
12億 5,625 万円（7.7%）

地方消費税交付金等
8億 4,100 万円（5.3%）

依存財源
（65.5%）

自主財源
（34.5%）

繰入金
5億3,591万円（3.3%）

繰越金
1,000 万円（0.1%）

使用料および手数料
2億 9,940 万円
（1.8%）

分担金および負担金
4億 630 万円
（2.5%）

諸収入等
8億 1,901 万円
（5.0%）

歳 出

総務費
18 億 2,622 万円

（11.3%）

民生費
43 億 6,927 万円

（27.0%）

衛生費
25 億 8,395 万円

（15.9%）

土木費
18 億 3,952 万円

（11.3%）

教育費
17 億 7,501 万円

（10.9%）

公債費
16 億 2,172 万円

（10.0%）

労働費
1億9,655万円（1.2%）

農林水産業費
6億7,633万円（4.2%）

商工費
5億 8,443 万円
（3.6%）

消防費
5億 3,950 万円

（3.3%）

予備費
1,000万円（0.1%）

議会費
1億 8,851万円
（1.2%）

※端数処理の関係で合計額が一致しないことがあります

ピックアップ

運動遊び事業

運動能力の向上、主体的な

行動ができる子どもの育成

のため、「運動遊び」を通じ

て、幼児期の運動を支援

ピックアップ

小浜市六次産業化等特産品

ブランド力育成事業

六次産業化への取り組み

や、特産品開発、ブラッシュ

アップ（磨き上げ）を支援

ピックアップ

福井しあわせ元気国体準備事業

「はぴねすダンス」による

市民運動や、ホームペー

ジなどでの広報PR活動、

国体会場の設計業務ほか

ピックアップ

「鯖、復活」プレミアム

養殖拡大プロジェクト

マサバの試験養殖を行い、

市内飲食店に活魚出荷する

とともに試験販売を実施

ピックアップ

OBAMAでワーキング

プロジェクト事業

青少年を対象に地元事業所

や商店街を知ってもらうた

めに、職場体験などを実施

ピックアップ

小浜美郷小学校開校準備事業

開校に向けて、校歌や通

学方法などの準備事項に

ついて、専門部会を設け

て検討

まちの駅と
旭座につい
ては、P2〜7
に特集記事

を掲載
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一番町振興会が作る地酒「百伝ふ」の初しぼりで
会員たちが舌鼓。今年で 10 回目（木崎・2 月 26 日）

中名田地区のまちづくり協議会が、地元の農産物
を使った料理の試食会を開催（下田・2 月 21 日）

クラブアルタスからコーチを招いて、園児 9 人
が、サッカーを楽しむ（中名田保育園・3 月 11 日）

植物の発芽状態により農作物の作柄を占う神事
オイケモノが執り行われる（加茂・2 月 23 日）

食文化館リニューアル 1 周年を記念して、ミュー
ジアムツアーなどを開催（食文化館・3 月 13 日）

市が日産自動車㈱から次世代電気自動車の 3 年間
無償貸与を受け納車式を行う（市庁舎・3 月 15 日） 高齢者を支援するボランティア団体「ほほえみサ

ポーターズ」が発足（健康管理センター・3月16日）

国富郷づくり委員会のメンバー 6 人が、天
て ん が じ ょ う

ケ城
登山口に木製の案内看板を設置（羽賀・3 月 5 日）

「究極のへしこ講座」に、県内外から 29 人が参加。
サバ約170尾を漬け込む（四季菜館・2 月 26 日）

「百
もも つ た う

伝ふ」百年の恵みの味

「田村もの」を特産品に

元気はつらつ！サッカー教室

今年も豊作間違いなし

これからも食文化を伝えて

二酸化炭素の削減に向けて
地域で高齢者を支えるために

雪室ブランド化へ前進！

国富のランドマークに

究極の味に挑戦

Photo フォトニュースNews

「ふるさと就職フェア in 若狭」で、地元 40 社が参
加者にアピール（若狭図書学習センター・3 月 13 日）

ぜひふるさとで就職を

大阪商業大学ウエイトリフティング部と地元選手
10 人との合同練習会が開催（後瀬町・2 月 20 日）

国体目指して合同で練習

雪室貯蔵食材の試食会で、雪室協議会のメンバー
が、味や香りの変化を確認（食文化館・3 月 5 日）
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�健康・福祉�

�イベント �
つきイチ『バラエティー』

文化会館☎ 53・9700

と　き　4 月 6 日㊌〜 22 日㊎
　　　　8 時 30 分〜17 時
ところ　庁舎市民ホール（大手町）
内　容　俳句作家協会による展示
　　　　「新緑！五・七・五」
料　金　無料

市民健康相談

　４月から、毎月第２・第４金
曜日のみの開催となります（祝
日や生活習慣病健診日は除く）。
と　き　毎月第 2・第 4 金曜日
　　　　9 時〜11 時 30 分
ところ　健康管理センター（南川町）

健康管理センター☎ 52・2222

くらしの
情報
4 月

しりつとしょかん おはなしかい
と　き　4 月 9 日㊏
　　　　① 10 時 30 分〜
　　　　② 11 時〜
　　　　③ 14 時 30 分〜
内　容　① 0〜2 歳向け
　　　　②③ 3 歳以上向け

おばま児童文学会「風
ふ う む

夢」
のおはなし会

と　き　4 月 23 日㊏
　　　　11 時〜

■問い合わせ　市立図書館☎ 52・1042

市立図書館　今月のイベント

※場所はいずれも
　市立図書館（白鬚）

胃がん検診として
内視鏡検査が始まります

健康管理センター☎ 52・2222

小浜海洋少年団員
生涯学習スポーツ課☎ 64・6033

　本年度から、エックス線検査に
加えて、内視鏡検査（胃カメラ）
が、指定医療機関で 5月 2日㊊か
ら受けられます（同じ年度に両方
を受けることはできません）。
対　象　50 歳以上 68 歳以下の市
　　　　民のうち、平成 29 年 3 月
　　　　 31 日時点で偶数年齢の人
料　金　自己負担額 3,000 円
※申し込みは、4 月 4 日㊊から健
　康管理センターにて（先着15人）

対　象　小学 1 年生から高校 3 年
　　　　生までの男女
活動日時　月に 1 〜 2 回、土曜日か日曜日
活動場所　西津公民館（北塩屋）など
内　容　基本動作、体験航海、カ
　　　　ヌー、磯釣り体験、灯台
　　　　見学など
※団費として必要経費を集めます
※申し込みは各学校の先生まで

登録しよう！防災メール

　市では、メールで災害や
避難の情報を知らせていま
す。ウェブサイト（http://
bousaiobama.mail-dpt.
jp/）か、下 記 のＱＲコード
を携帯電話で
読み取り、手
続 き を 行 っ
てください。

　平成 28 年度固定資産課税台帳
の閲覧・縦覧ができます。自分の
資産を確かめてみませんか。
【固定資産の閲覧】　
　資産の所有者は、固定資産課税
台帳で所有する土地や家屋の評価
額などを見ることができます。
　借地人や借家人も一定の条件の
下で見ることができます。
期　間　4 月 1 日㊎〜通年
【固定資産の縦覧】　
　納税者は、土地（家屋）価格等
縦覧帳簿でほかの土地や家屋の評
価額などを見ることができます。
期　間　4 月 1 日㊎〜 5 月 2 日㊊
※閲覧、縦覧は税務課（市役所 1
　階）で行うことができます
※確認のため、納税通知書・課税
　明細書・運転免許証などを持参
　してください
※所有者以外の人が閲覧する場合
　は、委任状が必要です

固定資産の閲覧・縦覧
税務課☎ 64・6004

プレパパ & プレママ講座
健康管理センター☎ 52・2222

①と　き　4 月 16 日㊏ 9 時 30 分〜
　 　 　 　 　11 時 30 分
　ところ　c

カフェ

afé w
ワ ト ト

atoto（忠野）
　内　容　妊娠編・出産編「胎児
　　　　　との絆

きずな

をつくり、産む
　　　　　力を身につけよう」
②と　き　4 月 20 日㊌ 10 時〜 12 時
　ところ　健康管理センター（南川町）
　内　容　栄養編「妊娠中からの
　　　　　からだづくり」
③と　き　4 月 27 日㊌ 10 時〜12 時
　ところ　健康管理センター（南川町）
　内　容　育児編「ミュージック
　　　　　ケアでリフレッシュ、育
　　　　　児を楽しむには」
申込先　健康管理センター

温水プールで健康づくり
市民課☎ 64・6018

　市では、健康づくりや体力づ
くりのために、平成 28 年度分
の若狭総合公園温水プール利用
助成券を交付します。
対　象　60 歳以上の市民
助成額　140 円（利用料金 280 円
　　　　のうち半額を助成）
申し込み　4 月 1 日㊎から市民課
　　　　（市役所 1 階 2 番窓口）
　　　 にて
※身分証明書を持参してください

�お知らせ�

�募集�

　学校の音楽の時間とは違った
出会いがいっぱいあります。日
本語の歌だけでなく、外国の歌
も歌っています。
と　き　毎週土曜日 10 時〜12 時
　　　　（月 3 回程度）
ところ　文化会館（大手町）など
対　象　市内在住の小中学生
団　費　月額 1,000 円

小浜少年少女合唱団員
生涯学習スポーツ課☎ 64・6033

アグリスクール（農業研修生）

　市では、市外から就農希望者
を受け入れ、農業研修を行いま
す。
　市外に住んでいる親戚や友人
で、小浜で農業をしたいと考えて
いる人に、ご紹介ください。
　農業初心者、未経験者大歓迎
です。
研修先　山本農園（生守）
研修期間　2 年間
内　容　トマトやキュウリを中心
　　　　とした栽培技術や知識の
　　　　習得など
※宿泊棟に 3 人まで入居できます
※研修手当があり、必要な資機材
　なども完備しています
※研修体験もできます。詳しくは
　農林水産課へ問い合わせてくだ
　さい

農林水産課☎ 64・6022

と　き　4 月 12 日㊋、14 日㊍、
　　　　16 日㊏
　　　　いずれも 10 時〜13 時
ところ　食文化館（川崎三丁目）
内　容　サラダ巻き、各種寿司
定　員　各先着 30 人
参加費　700 円
申込期限　実施日の 3 日前

季節の調理体験〜4 月編〜
御食国若狭おばま食文化館☎ 53・1000

　平成28年度上半期（4月）の市営
住宅空き家入居者を募集します。
対象住宅　市内各市営住宅の空き家
申込期間　4 月 1 日㊎〜28 日㊍　
　　　　※期限厳守
抽選日　5 月 27 日㊎ 10 時
その他　申込書は都市整備課に設
　　　　置
※対象の住宅などの詳細は、都市
　整備課に問い合わせてください

市営住宅空き家入居者
都市整備課☎ 64・6027

項目 目標値
（H32 年度末）

財政調整基金残高 8.9 億円
起債残高 120億円
経常収支比率 97.0％
小学校数 9校
保育園数 9園
職員数 296人

【主な数値目標】　市では、このたび「第
5次小浜市行財政改革大
綱」の見直しと、「第 3
期小浜市行政経営プラ
ン」の策定を行いました。
　その中から、主な数値
目標や、基本方針などを
紹介します。

新たな目標を立てました！

■問い合わせ　財政課☎ 64・6010

　　　　【基本方針と主な取り組み項目】
■小さな行政への転換（10項目）
　・指定管理者制度の導入、民間委託の実施など

■持続可能な財政運営（17項目）
　・重点的・効率的な予算編成、 受益者負担の適性
　　化など

■経営感覚を持った行政機構の整備（18項目）
　・広域行政の推進、職員数の適正化など

■市民との協働体制の確立（11項目）
　・男女共同参画の推進、市民協働事業の実施など

※「第 5 次小浜市行財政改革大綱（改訂版）」と、「第 3 期小浜市行
　政経営プラン」は、市公式ホームページに掲載しています
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温水プール　チャレンジャー
若狭総合公園温水プール☎ 53・0450

　温水プールでは、水泳や水中歩
行で進んだ距離を記録して、目標
とする累計距離を目指す「チャレ
ンジャー」を募集します。
　体力づくりやダイエットな
ど、どんな理由でもかまいませ
ん。目標を決めて一年間がん
ばってみませんか。
募集期間　平成 29 年 3 月 31 日まで
申込先　若狭総合公園温水プール
　　　　（北塩屋）

　市では、市民の自由な発想を活かした地域の課題解決につながるま
ちづくり事業の提案を募集します。

　市では、「夢づくり市民活動支援事業」として、
NPO、ボランティアなど市民団体の社会貢献活動に必
要な材料、消耗品を現物支給します。

市民団体の社会貢献活動に
現物支給します

いいとこ小浜づくり

【対象の事業】
市民と市が協働で取り組む、地
域の課題解決につながる事業

（年度内に終了すること）

【応募資格】
次のすべてに該当する団体
① 5 人以上で構成されている
②市内に活動拠点がある
③会則などがあり責任者が明確である
④適切な会計処理が行われている

【助成額】
事業費の 4 分の 3 以内
上限 45 万円
※継続事業については、2 年目
　上限 30 万円、3 年目上限 20
　万円を助成

【補助対象経費】
報償費、消耗品費、印刷製本費、
通信費、原材料費、備品購入費、
保険料、使用料、旅費、その他

【募集期間】
4 月 1 日㊎〜 5 月 6 日㊎
※申し込み方法など詳しくは、
　市民協働課☎内線 372 まで

【申請書類など】
事業計画書・予算書・団体概要
書（市民協働課に設置。市ホー
ムページからもダウンロード
可）、団体の規約・会則・名簿など

【支給する現物】
活動に必要な材料、消耗品など

【支給対象】
市または市社会福祉協議会に
ボランティア登録している団体、
社会貢献活動を行っている市民団体

【助成額】
上限 2 万円

【募集期間】
4 月 1 日㊎〜 5 月 6 日㊎
※申し込み方法など詳しくは、
　市民協働課☎内線 372 まで

【申請書類など】
申請書（市民協働課、ボランティ
ア市民活動交流センター（中央公
民館内）に設置。市ホームページ
からもダウンロード可）、見積書、
団体の事業計画・事業実績・名簿 納期 納期限 税目／期別

  4 月 5 月 2 日㊊ 　固定資産税・都市計画税　第 1 期

  5 月 5 月 31 日㊋ 　軽自動車税　　　　　　 第 1 期

  6 月 6 月 30 日㊍ 　市・県民税　　　　　　 第 1 期

  7 月 8 月 1 日㊊ 　固定資産税・都市計画税　第 2 期
　国民健康保険税　 　　　第 1 期

  8 月 8 月 31 日㊌ 　市・県民税　　　　 　　第 2 期
　国民健康保険税　　　　 第 2 期

  9 月 9 月 30 日㊎ 　国民健康保険税　　　　 第 3 期

10 月 10 月 31 日㊊ 　市・県民税　　　　　　 第 3 期
　国民健康保険税　　　　 第 4 期

11 月 11 月 30 日㊌ 　固定資産税・都市計画税　第 3 期
　国民健康保険税　 　　　第 5 期

12 月 12 月 28 日㊌ 　国民健康保険税　　　　 第 6 期

  1 月 1 月 31 日㊋ 　市・県民税　　　　 　　第 4 期
　国民健康保険税　　　　 第 7 期

  2 月 2 月 28 日㊋ 　固定資産税・都市計画税　第 4 期
　国民健康保険税　 　　　第 8 期

平成 28 年度  納税カレンダー
& 夜間窓口・休日窓口予定表

と　き　5 月 8 日 ㊐ 8 時　　　
　　　　（青葉山青少年旅行村集合）
ところ　青葉山・東峰（高浜町）
対　象　小学生以上（小中学生は
　　　　保護者同伴）
定　員　先着 50 人　　
申し込み　4 月 1 日㊎〜5 月 2 日㊊
　　　　に生涯学習スポーツ課窓
　　　　口（市役所 2 階）まで
※参加費無料。雨天中止。小雨決行

市民山登り大会
生涯学習スポーツ課☎ 53・0064

春季市民グラウンドゴルフ大会
生涯学習スポーツ課☎ 53・0064

と　き　5 月 7 日㊏　9 時〜
ところ　総合運動場（口田縄）
対　象　原則として市民
定　員　先着 64 人
参加費　300 円
申し込み　4 月 1 日㊎〜 4 月 28 日㊍
　　　　に生涯学習スポーツ課窓
　　　　口（市役所 2 階）まで

テニス教室
生涯学習スポーツ課☎ 53・0064

と　き　5 月 7 日㊏〜7 月 16 日㊏
　　　　の毎週土曜日
　　　　①一般　9 時〜 11 時
　　　　②小中学生　9 時 30 分
　　　　　 〜 11 時
ところ　総合運動場（口田縄）
対　象　①一般、②小中学生（小
　　　　学 3 年生以上）
定　員　各先着 20 人
参加費　いずれも 2,000 円
申し込み　4 月 20 日㊌〜5 月 11 日㊌
　　　　に生涯学習スポーツ課窓
　　　　口（市役所 2 階）まで

�スポーツ�
と　き　5 月 19 日㊍〜6 月 20 日㊊
　　　　 の毎週月・木曜日19時〜21時
ところ　総合運動場弓道場（口田縄）
定　員　先着 20 人　　
参加費　2,000 円
申し込み　4 月 25 日㊊〜5 月 16 日㊊
　　　　に生涯学習スポーツ課窓
　　　　口（市役所 2 階）まで
※誰でも参加できます

弓道教室
生涯学習スポーツ課☎ 53・0064

月 夜間納付窓口
（20 時まで）

休日納付窓口
（9 時〜 17 時）

  4 月 4 月 28 日㊍ 4 月 24 日㊐

  5 月 5 月 31 日㊋ 5 月 29 日㊐

  6 月 6 月 30 日㊍ 6 月 26 日㊐

  7 月 7 月 29 日㊎ 7 月 31 日㊐

  8 月 8 月 31 日㊌ 8 月 28 日㊐

  9 月 9 月 30 日㊎ 9 月 25 日㊐

10 月 10 月 31 日㊊ 10 月 30 日㊐

11 月 11 月 30 日㊌ 11 月 27 日㊐

12 月 12 月 27 日㊋ 12 月 25 日㊐

  1 月 1 月 31 日㊋ 1 月 29 日㊐

  2 月 2 月 28 日㊋ 2 月 26 日㊐

  3 月 3 月 31 日㊎ 3 月 26 日㊐

■問い合わせ　税務課☎内線 137

募集！！まちづくり事業の提案を

　昨年度から試験的に実施している通学定期乗車券の
助成を、今年度も引き続き実施します。

あいあいバス 通学定期乗車券 50％助成
ご利用ください

【支給対象】
1・3・6 カ月、100 円〜300 円区間のいずれ
も対象
【申請書類など】

申請書（㊑三福タクシー、㊑大和交通に設置）
に必要書類（通学定期乗車券、学生証、通帳の
コピー）を添えて、定期券の有効期間内に人口
増未来創造課（市役所 3 階）まで

お盆期間中も通常通り運行します！
　これまで、あいあいバスは 8月 12日〜 16日のお盆
期間中は、全路線運休していましたが、今年度から、通
常どおり運行します。
（12月 29日〜 1月 3日の年末年始期間は、これまでど
おり運休となります）

　今年度の納税カレンダーと、夜間窓口・休日窓口
の日程をお知らせします。　
　市税の納付には、便利で確実な口座振替をご利用
ください。納期限の日が口座振替日となります。

■問い合わせ　人口増未来創造課☎内線 345

【平成 28 年度　納税カレンダー】

【平成 28 年度　夜間窓口・休日窓口予定表】
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　狂犬病の予防注射は狂犬病予防法に
基づき、年 1 回義務づけられています。
飼い主は必ず受けさせてください。
対　象　生後 91 日以上の犬（室内犬、
　　　　老犬も含む）
料　金　2,450 円（新規の場合は別途
　　　　3 千円必要です）
持ち物　印鑑・料金・案内はがき

4 月 25 日㊊
丸山ふれあい会館 　9 時 00 分〜 9 時 10 分
奈胡公会堂 　9 時 20 分〜 9 時 30 分
羽賀ふれあい会館 　9 時 40 分〜 9 時 50 分
熊野ふれあい会館 10 時 00 分〜 10 時 10 分
次吉集会所 10 時 20 分〜 10 時 30 分
慶林寺（栗田） 10 時 40 分〜 10 時 50 分
高塚集落センター 11 時 00 分〜 11 時 10 分
太良庄公会堂 11 時 20 分〜 11 時 30 分
内外海保育園 13 時 30 分〜 13 時 50 分
堅海公会堂 14 時 05 分〜 14 時 20 分
常福寺（西小川） 14 時 35 分〜 14 時 40 分
蓮性寺（阿納） 14 時 55 分〜 15 時 05 分
福寿寺（矢代） 15 時 15 分〜 15 時 20 分
漁協田烏支所 15 時 30 分〜 15 時 50 分
4 月 26 日㊋
旧箸工業組合（福谷）   9 時 00 分〜  9 時 20 分
西津公民館   9 時 30 分〜 10 時 00 分
水取センター 10 時 10 分〜 10 時 30 分
交流ターミナルセンター 10 時 40 分〜 11 時 00 分
中央公民館 11 時 10 分〜 11 時 40 分
本境寺駐車場 13 時 10 分〜 13 時 30 分
若狭ふれあいセンター 13 時 40 分〜 14 時 20 分
青井第一公園 14 時 30 分〜 14 時 40 分

4 月 28 日㊍
本保生活改善センター   9 時 00 分〜  9 時 10 分
大谷ふれあい会館   9 時 20 分〜  9 時 30 分
新保ふれあい会館   9 時 40 分〜  9 時 50 分
小北集落センター（加茂） 10 時 00 分〜 10 時 10 分
新平野駅 10 時 20 分〜 10 時 30 分
松永公民館 10 時 40 分〜 11 時 00 分
門前バス停 11 時 10 分〜 11 時 20 分
遠敷児童センター 13 時 10 分〜 13 時 40 分
遠敷公民館 13 時 50 分〜 14 時 10 分
金屋公会堂 14 時 20 分〜 14 時 30 分
神宮寺仁王門 14 時 40 分〜 14 時 50 分
長瀬バス停（下根来） 15 時 00 分〜 15 時 05 分
5 月 10 日㊋
旧駐在所（荒木）   9 時 00 分〜  9 時 10 分
口名田公民館   9 時 25 分〜  9 時 35 分
旧今富公民館   9 時 50 分〜 10 時 00 分
遠敷公民館 10 時 15 分〜 10 時 25 分
松永公民館 10 時 35 分〜 10 時 45 分
宮川公民館 11 時 00 分〜 11 時 10 分
丸山ふれあい会館 13 時 10 分〜 13 時 20 分
西津公民館 13 時 30 分〜 13 時 45 分
若狭ふれあいセンター 13 時 55 分〜 14 時 10 分
中央公民館 14 時 20 分〜 14 時 30 分

4 月 21 日㊍
東勢ふれあい会館   9 時 00 分〜  9 時 10 分
旧駐在所（荒木）   9 時 20 分〜  9 時 35 分
ＪＡ若狭加斗出張所   9 時 40 分〜  9 時 50 分
谷田部住民センター 10 時 10 分〜 10 時 25 分
口名田公民館 10 時 35 分〜 10 時 50 分
五十谷住民センター 11 時 00 分〜 11 時 10 分
西相生集落センター 11 時 20 分〜 11 時 30 分
東相生生活改善センター 11 時 40 分〜 11 時 50 分
中名田児童館 13 時 15 分〜 13 時 30 分
中名田公民館 13 時 40 分〜 13 時 50 分
小屋集落センター 14 時 05 分〜 14 時 15 分
野代ふれあい会館 14 時 40 分〜 14 時 55 分
旧今富公民館 15 時 05 分〜 15 時 55 分
多田集落センター 16 時 05 分〜 16 時 20 分

狂犬病予防注射日程

相談窓口は
■若狭健康福祉センター（保健所）
　☎ 52・1300
■市環境衛生課☎ 64・6016

猫は家の中で飼育しましょう
けんかによる傷、病気、迷子や
交通事故を防ぐため、飼い猫は
家の中で飼育しましょう。

最後まで責任を持って飼いましょう
飼い主には、終

しゅうせい

生飼
し よ う

養（動物を一
生養うこと）の責任があります。
愛情と責任を持って飼いましょう。

迷子札をつけましょう
迷子になったときのために、連
絡先などを書いた「迷子札」を
つけましょう。

ふんの後始末をしてください
散歩中のペットのふんの後始末
は飼い主の義務です。放置せず
に必ず後始末をしてください。

放し飼いはやめましょう
犬は、つないで飼うことが義務
づけられています。犬は必ずつ
ないで飼いましょう。

無責任な餌やりは慎
つつし

みましょう
ふんの後始末などのトラブルが
発生するような野良猫などへの
無責任な餌やりは慎みましょう。

ペットを捨てるのは犯罪です！
　犬や猫などの動物を捨てた人は、100 万円以下の罰金に処せ

られます。捨てられたペットは、交通事故に遭ったり、住居や

庭を荒らしたりするなど、近隣住民にも被害が及びます。

　また、野外に放つことで、自然環境の破壊にもつながります。

人も動物も幸せに
あなたは守っていますか？

ペットマナー
国民健康保険・後期高齢者医療費制度加入者の皆さんへ

人間ドックの受診に助成します
対　象　
　40 〜 74 歳の国民健康保険加入者（国
保税滞納世帯の人を除く）・後期高齢者医
療制度加入者（保険料未納の人を除く）
受診医療機関　
　公立小浜病院（大手町）
　福井県済生会病院（福井市）
　※済生会病院は1 日ドックのみ
申込期間　
　4 月 6 日㊌〜19 日㊋

定　員　
　1 日ドック 75 人・脳ドック 52 人
申込方法　
　被保険者証を持って、市民課（2 番窓口）で
申し込みをしてください
※申し込みが定員を超えた場合は、前年度に
　助成を受けていない人を優先します
※多数の申し込みがあった場合、 受診希望日
　によっては抽選になることがあります。あ
　らかじめご了承ください

種　類 料　金 自己負担額（4割） 助成額（6割）

1 日ドック（男） 44,280 円 17,720円 26,560 円

1 日ドック（女） 47,520 円 19,010円 28,510 円

脳ドック（男女） 43,200 円 17,280円 25,920 円

　犬や猫などのペットは、私たちの心や生活に安
らぎを与えてくれます。しかしその一方で、ふん
の後始末や放し飼いなどのトラブルも多く発生し
ています。
　動物を飼うときは、マナーを守り、人もペット
も幸せに暮らせるまちにしましょう。

■問い合わせ　市民課
　☎ 64・6018

国民健康保険・後期高齢者医療保険からのお知らせ
■問い合わせ　市民課☎ 64・6018

入院時の食事代が変更されます

②保険料の軽減対象者が拡大されます①保険料を据え置きます

所得区分が「現役並み所得者及び一般」に該当

する人の、入院時の 1 食あたりの食事代が、4

月1日から260円➡360円に変更となります。

　平成28年度・29年度に適用する保険料は、

現行と同じ保険料に据え置きとなります。（均

等割額：43,700 円、所得割額：7.90％）

　後期高齢者医療制度の保険料率は、2 年ご

とに見直されますが、今回の見直しでは、抑

制策を講じて据え置きとしました。

所得区分 1食あたり
現役並み所得者及び一般 260 円

低所得

Ⅱ

90 日までの入院 210 円
91 日以上の入院 160 円
低所得Ⅰ 100 円

360 円
H28・H29

現行

※犬の保定は飼い主にしていただきます。動物病院でも注射は受けられます（料金は各病院まで）

変更なし

後期高齢者医療保険からのお知らせ
■問い合わせ　後期高齢者医療広域連合☎ 0776・54・6330
　　　　　　　市市民課☎内線 64・6018

　所得の少ない人への軽減措置のうち、均等

割額の 2 割軽減、5 割軽減の対象となる基準

が拡大されます。

※こちらの軽減対象拡大については、保険料

　の算定時に判定しますので、申請などの必

　要はありません
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勤務先　若狭消防署（上中分署）

大
好
き
な
小
浜
の
海
と
と
も
に

小
浜
で
出
来
な
い
こ
と
は
何
も
無
い

プロフェッショナル！働く若者

きらり！小浜人

（21歳・生守）

　
「
火
災
や
救
急
の
現
場
は
、
自
分
の
全
て

を
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
場
所
な
ん
で
す
」。

そ
う
話
す
の
は
、
消
防
士
と
し
て
4
年
目

を
迎
え
る
永
木
さ
ん
で
す
。
現
在
は
上
中
分

署
に
勤
務
し
て
お
り
、
毎
日
の
よ
う
に
救
急

で
の
出
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
現
場
で
は
、自
分
と
隊
が
一
体
に
な
っ

て
、
訓
練
で
培
っ
た
も
の
を
出
さ
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
」。
永
木
さ
ん
は
、
真
剣
な
表

情
で
、
自
身
の
経
験
を
語
り
ま
す
。

　

消
防
士
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
、
中

学
生
の
と
き
の
職
場
体
験
。
小
さ
い
頃
か

ら
漠
然
と
感
じ
て
い
た
消
防
士
へ
の
憧
れ

が
、
体
験
を
機
に
強
く
な
り
、
高
校
卒
業

後
に
夢
を
叶
え
ま
し
た
。

　

13
人
が
勤
務
す
る
上
中
分
署
で
は
、
夜

勤
の
と
き
な
ど
は
若
手
職
員
が
食
事
を
作

り
ま
す
。
永
木
さ
ん
は
、「
料
理
も
仕
事
の

う
ち
で
す
ね
。
最
近
は
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
を

作
り
ま
し
た
」
と
、
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

地
元
小
浜
へ
の
強
い
思
い
を
持
つ
永
木

さ
ん
。
最
後
に
、
自
身
の
思
い
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。「
小
浜
で
出
来
な
い
こ
と
は

何
も
無
い
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
も
出
来

な
い
、
と
諦
め
ず
に
、
自
分
た
ち
若
い
世
代

で
ま
ち
を
変
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

永
な が き

木 和
か ず と

斗 さん

　

小
浜
市
海
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、
海

に
関
わ
る
若
者
や
一
般
市
民
と
、情
報
交
換
が

で
き
る
場
を
作
ろ
う
と
、
立
ち
上
げ
た
『
海

の
ま
ち
づ
く
り
未
来
会
議
』。
会
議
に
参
加

す
る
小
畑
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
海
が
好
き
だ
っ
た
小
畑
さ
ん
。

若
狭
高
校
で
当
時
担
任
の
小
坂
先
生
に
誘
わ

れ
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
同
好
会
に
入
部
。
ダ
イ
ビ

ン
グ
の
魅
力
を
、「
小
浜
の
海
の
中
に
浮
か
び

な
が
ら
見
る
、
空
や
海
の
生
き
物
が
好
き
で

す
」
と
、
笑
顔
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
好
会
の
部
長
を
務
め
な
が
ら
、
ア
マ
モ

マ
ー
メ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
砂
浜
の
生
物

調
査
に
も
参
加
。
未
来
会
議
で
は
、
同
世
代

と
の
意
見
交
換
や
活
動
に
、「
自
分
の
よ
う
な

若
い
世
代
で
も
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る

ん
だ
」
と
、
刺
激
を
受
け
た
と
言
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
県
立
大
学
海
洋
生
物
資
源
学
部

１
年
生
と
な
る
小
畑
さ
ん
。
関
心
の
あ
っ
た

小
浜
の
海
底
湧
水
の
調
査
研
究
に
取
り
組
み
、

「
研
究
成
果
で
小
浜
の
水
産
業
を
活
性
化
さ

せ
た
い
で
す
」
と
、
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

　
「
大
学
卒
業
後
は
、
若
狭
高
校
の
教
員
と
し

て
、
尊
敬
す
る
小
坂
先
生
と
同
じ
教
壇
に
立

ち
た
い
で
す
」。
そ
う
話
す
小
畑
さ
ん
の
顔
は

海
の
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

吹奏楽部　部長

け
じ
め
を
つ
け
て
、
良
い
チ
ー
ム
に

コ
ン
ク
ー
ル
を
目
指
し
て
前
へ
！

燃えろ！青春！部活道

サッカー部　キャプテン海のまちづくり未来会議

（小浜中学校 3年生）

（小浜第二中学校 3年生）（18歳・四谷町）

　

放
課
後
、小
浜
中
学
校
の
校
舎
内
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
が
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
吹
奏
楽
部
で
部
長

を
務
め
る
加
門
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
と
き
か
ら
、
音
楽
を
聴
く
の
が

好
き
だ
っ
た
と
い
う
加
門
さ
ん
。「
自
分
で

も
演
奏
し
て
み
た
い
」
と
、
思
い
、
中
学
校

で
吹
奏
楽
部
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。

　

入
部
の
と
き
に
選
ん
だ
楽
器
は
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
。「
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
憧
れ
が

あ
り
ま
し
た
。
演
奏
は
難
し
い
で
す
が
、

上
達
で
き
る
よ
う
に
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
練

習
し
て
い
ま
す
」
と
、笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

練
習
の
か
い
も
あ
り
、
１
月
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
嶺
南
大
会
で
は
、
加
門
さ

ん
ら
金
管
楽
器
奏
者
５
人
の
チ
ー
ム
が
、
金

賞
を
獲
得
。
次
は
、夏
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
の
金
賞
を
、部
員
22
人
で
目
指
し
ま
す
。

　

憧
れ
の
人
を
訪
ね
る
と
、「
前
部
長
で
あ

る
先
輩
で
す
。
厳
し
く
も
、
優
し
く
て
、

声
を
出
し
て
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
く
れ

ま
し
た
」
と
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
私
は
、
言
葉
を
は
っ
き
り
伝
え
る
の
が
苦

手
。
で
も
、
副
部
長
２
人
が
支
え
て
く
れ
る

の
で
、
自
分
も
成
長
し
た
い
で
す
」。
そ
う
話

す
瞳
は
ま
っ
す
ぐ
前
を
向
い
て
い
ま
し
た
。

加
か も ん

門 亜
あ ず み

澄 さ
ん

　

小
浜
第
二
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
キ
ャ
プ

テ
ン
を
務
め
る
の
は
、
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク
と

し
て
活
躍
す
る
水
口
く
ん
で
す
。
昨
年
、
部

内
の
推
薦
で
キ
ャ
プ
テ
ン
と
な
っ
て
以
来
、

部
の
ま
と
め
役
と
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

水
口
く
ん
と
サ
ッ
カ
ー
と
の
出
会
い
は
、

小
学
3
年
生
の
と
き
。
友
だ
ち
に
誘
わ
れ

て
教
室
に
通
い
出
し
、そ
れ
以
来
サ
ッ
カ
ー

に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
水
口
く
ん
は
、「
連

携
プ
レ
ー
が
重
要
な
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
連

携
が
決
ま
っ
て
得
点
し
た
と
き
が
一
番
気
持

ち
い
い
で
す
ね
」
と
、
競
技
の
魅
力
を
明
る

い
口
調
で
語
り
ま
す
。

　

部
員
数
13
人
と
少
数
精
鋭
で
す
が
、
水
口

く
ん
は
「
明
る
く
て
元
気
の
あ
る
チ
ー
ム
」

と
、
自
分
た
ち
を
評
し
ま
す
。
キ
ャ
プ
テ
ン

と
し
て
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
チ
ー
ム
の

方
向
性
。
練
習
中
に
私
語
を
し
た
り
、
覇
気

が
な
か
っ
た
り
す
る
部
員
に
は
、
チ
ー
ム
全

体
の
た
め
に
、積
極
的
に
注
意
し
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
が
け
じ
め
を
つ
け
て
、
日
々
の

生
活
を
し
っ
か
り
す
れ
ば
、
も
っ
と
良
い

チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」
と
、

力
強
く
語
る
水
口
く
ん
。
理
想
と
す
る『
堅

守
速
攻
』
の
チ
ー
ム
を
目
指
し
て
、
今
日
も

元
気
に
練
習
に
励
み
ま
す
。

燃えろ！青春！部活道

水
み な く ち

口 壮
たけし

く
ん小

お ば た

畑 有
ゆ う み

海 さん
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知って安心　認知症⑥健康長寿のススメ

【問い合わせ】

若狭おばま観光案内所☎ 52・2082

【アクセス】

小浜市下竹原

JR 小浜駅から自転車で 30 分

有料レンタサイクルは観光案内所まで

（文と写真 : 地域おこし協力隊 ハラ）

地域おこし協力隊おススメ

浜小 百景
西津漁港の夕日

広
げ
よ
う
！

認
知
症
予
防
と
支
援
の
輪

●次回のテーマ
　「毎ベジファースト 5」

■問い合わせ　地域包括支援セン
　ター☎ 64・6015

第 6回

小浜市スキー連盟

世ぜ

あ

み
阿
弥
ゆ
か
り
の
地
、
能
に
関
心
を

挑
戦
を
続
け
る
ベ
テ
ラ
ン
ス
キ
ー
ヤ
ー

イチ押し！トップアスリート

アート＆カルチャー

小浜謳
おうらく

楽会（謡曲仕舞）　代表

（58歳・山手三丁目）

（64歳・一番町）

　

ス
キ
ー
の
普
及
と
競
技
者
・
指
導
者
の
受

け
皿
と
し
て
活
動
す
る
ス
キ
ー
連
盟
。
連
盟

に
所
属
し
て
活
躍
す
る
ベ
テ
ラ
ン
ス
キ
ー

ヤ
ー
の
畠
中
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

実
家
の
裏
山
で
、
竹
ス
キ
ー
を
し
た
の
が

初
体
験
と
い
う
畠
中
さ
ん
。「
小
学
校
入
学
前

に
は
、母
が
ス
キ
ー
板
を
買
っ
て
く
れ
る
ぐ
ら

い
、熱
中
し
て
い
ま
し
た
」
と
、話
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
い
っ
た
ん
ス
キ
ー
か
ら
離
れ
ま

す
が
、
就
職
で
地
元
に
戻
っ
た
の
を
契
機
に

再
開
。
ス
キ
ー
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
準
指

導
員
の
資
格
を
取
得
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

指
導
に
も
あ
た
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

畠
中
さ
ん
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
２
年

前
。
連
盟
の
仲
間
に
誘
わ
れ
る
形
で
、
競
技

ス
キ
ー
に
没
頭
し
て
い
き
ま
す
。「
恐
怖
心
も

あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
楽
し
さ
に
目
覚
め

て
い
き
ま
し
た
」
と
、
振
り
返
り
ま
す
。

　

今
年
の
中
部
日
本
ス
キ
ー
大
会
で
は
、
選

考
会
を
突
破
し
て
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ

ロ
ー
ム
成
年
Ｅ（
55
歳
以
上
）の
部
門
に
県
代

表
と
し
て
出
場
、
完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
や
り
が
い
を
尋
ね
る
と
、「
何
歳

に
な
っ
て
も
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な
の
が

魅
力
で
す
ね
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
」
と
、笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

畠
は た け な か

中 収
おさむ

さ
ん

村
む ら や ま

山 典
の り こ

子さ
ん

　

観
世
流
謡
曲
仕
舞
の
会「
小
浜
謳
楽
会
」

に
は
、
現
在
60
代
か
ら
80
代
の
女
性
5
人
が

所
属
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
を
務
め
る
村
山
さ
ん
は
、
謡
曲
を

始
め
て
４
年
で
す
が
、
出
会
い
は
子
ど
も

の
頃
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。「
私
の
母
も
謡

曲
を
習
っ
て
い
た
ん
で
す
。
小
学
生
の
こ

ろ
、
母
が
家
で
お
稽
古
を
し
て
い
た
の
を

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
」
と
、
幼
い
頃
を
思

い
返
し
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
能
の
筋
書
き
を
謡
う「
素す
う
た
い謡
」

と
、
能
の
所
作
の
一
部
を
舞
う
「
仕し
ま
い舞
」
を

稽
古
し
ま
す
。
会
の
指
導
者
は
、
若
狭
町

在
住
の
能
楽
師
の
武た
け
だ田

欣き
ん
じ司

さ
ん
で
す
。
当

初
は
、「
厳
し
く
て
怖
い
先
生
」
と
い
う
印

象
を
持
っ
て
い
た
村
山
さ
ん
。今
で
は
、「
厳

し
い
指
導
の
お
か
げ
で
、
鍛
え
ら
れ
向
上

に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
、
深
い
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
師
事
し
て
い
ま
す
。

　

謡
曲
を
通
し
て
、
能
の
奥
深
さ
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
村
山
さ
ん
。
能
楽
の
基

礎
を
築
い
た
世ぜ

あ

み
阿
弥
が
、
小
浜
か
ら
佐
渡
に

配
流
さ
れ
た
歴
史
に
触
れ
、「
世
阿
弥
ゆ
か

り
の
地
の
小
浜
で
、
能
に
関
心
の
あ
る
人
を

少
し
で
も
増
や
し
た
い
で
す
ね
」と
、
今
後

の
抱
負
を
穏
や
か
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　JR 小浜駅から国道 162 号線をまっすぐ進み、橋
を 2 本越えたところに「西津漁港」があります。
　大陸からの入り口でもあり、古くから天然の良
港として栄えていました。
　西津漁港は津島・甲ケ崎・仏谷の 3 つの漁港と
共に小浜漁港と呼ばれています。
　どことなく懐かしく、生活感が絵になる漁村を
見ることができるのは、とても貴重なことです。
小浜漁港付近のまちには、狭い範囲で、そのよう
な景観がたくさん残っています。
　天気の良い日にカメラを持って、自転車で漁港
を回るのもおすすめです。ステキな景色とかわい
い猫に出会えるかもしれません。 JR 小浜駅 ●

雲浜小学校 ●

西津漁港★
● 西津小学校

● 食文化館

●  舞鶴若狭
　自動車道
　小浜 IC

　「
知
っ
て
安
心
　
認
知
症
」の
最

終
回
と
な
る
今
回
は
、
市
で
行
っ

て
い
る
認
知
症
予
防
と
支
援
の
活

動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

上 / 代表の村山さん　下 / 会員の皆さんと指導者の武田さん（後列中央）

上 / 先頭のゼッケン「128」が畠中さん

　
市
で
は
、
認
知
症
を
正
し
く
理

解
し
て
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を

見
守
る
応
援
者「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　
周
囲
の
人
が
認
知
症
の
人
の

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
と

し
た
接
し
方
を
す
る
こ
と
は
、
認

知
症
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
自
治
会
、
サ
ー
ク
ル
、
学
校

な
ど
5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で

あ
れ
ば
、
市
内
ど
こ
で
も
講
座

を
行
い
ま
す
。

認知症
支援

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　
市
で
は
、
認
知
機
能
ア
ッ
プ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
た
教
室

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
人
間
の
脳
に
は
、
一
度
機
能

が
低
下
し
て
も
、
ま
た
使
え
ば

強
く
な
る
回
復
力
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
と
話
し
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
人
と
出
会
う
だ
け
で
も
、

記
憶
力
、
注
意
力
な
ど
が
鍛
え
ら

れ
ま
す
。

　
物
忘
れ
が
気
に
な
る
人
や
、
閉

じ
こ
も
り
が
ち
の
人
は
、
男
女
問

わ
ず
、
ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

認知症
予防

脳
と
か
ら
だ
の

体
操
教
室



小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

お気軽にお問い合わせください
お墓ディレクター（1級）在籍

（日本石材産業協会登録第12-100024号）

㈲杉田石材店

先祖供養のご相談は
是非当社へ！！ 
安心と信頼  地元の石屋さん

広報おばま　平成 28. 4 ㉔㉕ 広報おばま　平成 28. 4

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります。

編 

集 

後 

記

●今月の裏表紙では、国富地区にコ
ハクチョウが飛来した様子を紹介し
ています▶近くを通りがかった人か
ら、「ハクチョウがいる」と情報提
供を受けて、慌てて現場へ▶教えら
れた場所へ行くと、確かに真っ白な
鳥が 3 羽▶驚かさないよう、身をか
がめ、息を殺して近づく、見るから
に怪しげな私▶それを尻目に、優雅
に食事や毛づくろいをするハクチョ
ウたちを、無事撮影できました（松）

●春が近づき、桜などの花の開花
が待ち遠しくなる季節です▶今年も
さまざまな花が小浜の春を彩るので
しょう▶「願わくは花の下にて春死
なん」とは、歌人・西

さいぎょう

行法師の一首
▶下の句に「その如月の望月のころ」
と続きますが、旧暦を調べると、今
年の“如月の望月”は発行日ごろのよ
うです▶大歌人が人生の最後にふさ
わしいとすら感じていた季節、我々
も存分に堪能したいものですね（仲）

人の動き（3月1日現在） 

・人口 30,331 人
　（前月比 +0 人）
　（前年同月比 -188 人）
　男性 14,779 人
　女性 15,552 人
　世帯数 11,886 世帯

・異動   転入 64 人
　　　  転出 47 人
　　　  出生 27 人　　
　　　  死亡 44 人

相談名 開催日 時間 ところ 問い合わせ

弁護士無料相談※ 5 日㊋ 13 時 30 分〜15 時 働く婦人の家 福井弁護士会
☎ 0776・23・5255

結婚相談 7 日㊍、21 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分 文化会館 社会福祉課☎ 64・6011

結婚相談（本人のみ） 23 日㊏ 13 時 30 分〜15 時 30 分 文化会館 社会福祉課☎ 64・6011

法律相談（消費生活トラブル）※ 7 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

出張年金相談※ 14 日㊍、28 日㊍ 10 時〜12 時、
13 時〜15 時 文化会館 敦賀年金事務所

☎ 0770・23・9905

高齢者専門相談（法律）※ 21 日㊍ 13 時〜16 時 嶺南地域福祉相談・
介護実習普及センター 同☎ 52・7832

■今月の
子育て情報

心配ごと相談
とき：13 日㊌　
　　　13 時〜16 時
ところ：サン・サンホーム
　　   小浜
　　   問同☎ 56・5802

（介護など生活での困り
ごとの相談に応じます）

■体や心・
生活の相談

身体障がい者相談
とき：15 日㊎　
　　　13 時〜14 時
ところ：公立小浜病院問社会
　　　 福祉課☎ 64・6012

（身体障害者手帳の交付・
更新、補装具の交付など
の相談に応じます）

子育てサロン※

とき：20 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386

（子育て相談会やクッキ
ングなど、育児のアイディ
アを提供しています）

誕生会※

とき：27 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386

（今月に誕生日を迎える
お子さんのお祝いをしま
しょう）

エイズ・肝炎相談、検査
とき：4 日㊊、18 日㊊
　　　9 時〜10 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300

（匿名で、エイズ・肝炎
に関する相談や、検査を
受けることができます）

精神保健相談※

とき：5 日㊋、19 日㊋
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300

（心の病気や、心の悩みに
関する相談に応じます）

家庭教育相談
とき：16 日㊏
　　　14 時〜17 時
ところ：中央公民館
　　　問同☎ 53・1336

（青少年との親子関係や
家庭における悩みなどの
相談に応じます）

カフェ・ぽ〜れ
とき：14 日㊍　
　　　13 時 30 分〜15 時
ところ：花水木（鹿島 123）
　　　問坂

さ か が み

上和
か ず よ

代さん☎
　　　 090・5686・4147

（認知症など高齢者の相談  
窓口です ※参加費 100 円）

スクスク元気っ子教室
とき：19 日㊋　
　　　10 時〜10 時 30 分受付
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222

（離乳食の試食や相談、発
育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です）

子育てワイワイ広場
とき：11 日㊊、25 日㊊
　　　9 時 30 分〜12 時
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222

（未入園児の親子に 2 階
和室を開放しています。
交流の場としてどうぞ）

母乳育児相談
とき：11 日㊊ 11 時〜、
　　　25 日㊊ 10 時 30 分〜
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222

（11 日㊊は 10 時から「断
乳の話」を開催していま
す）

■法律や行政・その他の相談

■今月の休館日 ■今月の窓口

1 階窓口延長

毎週金曜日（祝日・年
末年始を除く）、市役所
1 階の窓口（市民課・
健康長寿課・社会福祉
課・税務課・環境衛生
課・会計課）では、執務
時間を18 時 30 分まで
延長しています。

税の納付窓口

休日納付窓口
24 日㊐： 9 時〜17 時

夜間納付窓口
28 日㊍：20 時まで

■今月の休日当番医

※★印のついた当番医の日は、小児患者
　は、杉田玄白記念公立小浜病院（大手
　町）で 小児科医が休日診療を行います

  3 日㊐：いちせクリニック（南川町）
　　　　  ☎ 53・2415
10 日㊐：★小津外科医院（日吉）
　　　　  ☎ 52・0072
17 日㊐：★田中整形外科医院
　　　　    （千種一丁目）
　　　　  ☎ 52・6868
24 日㊐：しんたに医院（千種一丁目）
　　　　  ☎ 53・1751
29 日㊎㊗：★山手医院（山手一丁目）
　　　　  ☎ 53・5511

市立図書館
5 日㊋・12 日㊋・17 日㊐・
19 日㊋・26 日㊋・27 日㊌・
29 日㊎

若狭図書学習センター
4 日㊊・11 日㊊・18 日㊊・
25 日㊊

市民サービスコーナー
17 日㊐・29 日㊎㊗

温水プール
4 日㊊・11 日㊊・18 日㊊・
25 日㊊

特設人権相談
とき：20 日㊌　
　　　13 時〜15 時
ところ：働く婦人の家問法
　　   務局☎ 52・0238

（悩みごと、心配ごとの
ある人は、気軽に相談し
てください）

５０人以上の
貸切パーティーなら！

K
キ ッ チ ン
itchen B

ブ ー
ooで

承ります！
最大 170 人 までOK！
お気軽にお電話ください！

親子運動遊び※

とき：15 日㊎　
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386

（子どもと一緒に体を動か
します。親子でふれあい
遊びを楽しみましょう）
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上／市内保育園でひなまつり会が開催され、
ゲームなどを楽しむ（口名田保育園・3 月 3 日）
左上／第 3 回ダンスフェスティバル in 若狭に
地元 7 団体などが参加（文化会館・3 月 6 日）
左下／「象の駅カキまつり」に 、市内外から
約3,000人が来場（旧阿納尻小学校・2月 28 日）

広報おばま　平成 28. 4㉖

ホッとフォト Hot Photo まちのニュースを写真でお届けします！
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問
者

国富地区にコハクチョウが 3 羽飛来しました。3 羽はいずれも体長 1㍍ 30㌢程。
エサを探したり、毛づくろいをしたりしながら、羽を休めていました（3 月 2 日撮影）
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